
人口の動き《平成16年8月1日現在》人口 7,311人（－17人）男3,541人（－14人）女3,770人（－3人）世帯数2,129世帯（－4世帯）　※（　）内は前月との比較



　
今
年
の
夏
は
、
「
暑
い
で
す
な

ぁ
」
が
合
い
言
葉
に
な
る
ほ
ど
き

び
し
い
暑
さ
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

お
元
気
で
す
か
。
ま
だ
こ
の
暑
さ

は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど

う
か
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
。

〇
八
月
十
五
日
、
岸
本
町
の
成
人

式
を
開
催
、
今
年
、
成
人
に
な
ら

れ
た
若
い
人
た
ち
を
祝
福
し
ま
し

た
。
こ
の
若
い
人
た
ち
は
、
私
が

町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

最
初
の
岸
中
の
卒
業
生
で
、
私
は

卒
業
式
の
と
き
に
「
で
き
る
こ
と

な
ら
、
こ
の
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
力
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
私
は
成
人
式
で
も
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
た
若
い
人
た
ち
に
同
じ

こ
と
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
同
時
に
若
い
人
た
ち
が
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
条
件
整
備
に
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
力
を
入
れ
な
け
れ

ば
と
、
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

〇
八
月
十
七
日
、
溝
口
町
と
の
合

併
協
定
に
調
印
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
早
速
、
議
会
で
議
決
し

て
い
た
だ
き
、
合
併
申
請
書
を
八

月
二
十
日
、
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
あ
と
は
手
続
き
上
で
は
国
、
県

の
決
定
を
待
っ
て
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
事
務
的
に
は
い
ろ

い
ろ
と
調
整
が
残
っ
て
お
り
ま
す

の
で
鋭
意
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
毎
年
、
八
月
は
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
り
、
大
勢
の
皆
さ

ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
各

イ
ベ
ン
ト
と
も
町
民

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
と
存

じ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　岸本町・溝口町の合併協定調印式が、８月１７日、溝口町鬼の館ホールで行なわれ、関係者約１５０人が集まる中、

新町発足に向けた合併協定調印式が行なわれました。

　これは、合併協議会での事務事業調整や合併まちづくり計画などの協議が終了したことにより行なわれたものです。

　当日の式では、合併協議の経過報告、合併協定内容の説明を行なったほか合併協定調印では、合併協定項目の内

容を記した協定書に河合岸本町長と住田溝口町長が署名・押印を行った後、立会人の西村議長と箕矢議長が署名し

ました。

　同日には両町で臨時町議会が召集され、両町の合併に関する議案が審議され両町議会とも賛成多数で原案のとお

り可決されました。

　これにより、県及び国での諸手続きを経て、平成１７年１月１日には「伯耆町」が誕生する予定です。

　岸本町と溝口町が交わした合併協定項目の内容です。

　これは、合併してできる新町「伯耆町」に引き継がれるものです。

岸本町・溝口町合併協定書【抜粋】

第41回岸本町豊年盆踊花火大会にて

協　定　項　目 協　定　の　主　な　内　容

新設合併

平成17年1月1日

伯耆町（ほうきちょう）

本庁舎：現岸本町役場

分庁舎：現溝口町役場

合併時に両町が所有する財産、公の施設及び債務は、すべて新町に引き継ぐ。

合併後の早い時期に一元化する。

新町の機構及び組織については、次の方針に基づいて整備する。

①現岸本町役場を本庁舎、現溝口町役場を分庁舎として利用する。

②地方分権、岸本町・溝口町合併まちづくり計画及び新たな行政課題に対応できる

ものとする。

③住民が利用しやすく、分かりやすいものとする。

各種事務事業等の調整内容に基づいて統一を図り、施行方針を『即時』『漸次』『暫

定』『廃止』の4つの区分に整備する。

①平成17年4月30日まで在任特例を適用する。

②新町の議会議員の定数は16名とし、選挙区は設置しない。

①選挙による委員は、平成17年7月19日まで在任特例を適用する。

②選挙による委員の定数は20名とする。

①特別職として町長、助役、教育長を各1名置く。

②議会議員、農業委員会委員、消防団については、別の協定項目で調整する。

③諮問機関及び付属機関等の設置については、次の方針による。

　●両町に設置されていて、新町において必要のあるものは、原則として統合する。

　●一方の町にのみ設置されているもので、新町において必要があるものは、現行

　の制度をもとに新たに設置する。

①現職員はすべて新町の職員として引き継ぐ。

②職員数は、定員適正化計画を策定し、定員管理の適正化に努める。

協　定　項　目 協　定　の　主　な　内　容

合 併 の 方 式

合 併 の 期 日

新 町 の 名 称

新町の事務所の
位 置

財 産 の 取 扱 い

慣 行 の 取 扱 い

機構及び組織の
取 扱 い

条例、規則等の
取 扱 い

議 員 定 数 及 び
任 期 の 取 扱 い

農業委員会委員
定数及び任期の
取 扱 い

特別職の職員の
身 分 の 取 扱 い

一般職の身分の
取 扱 い

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.



4

両町とも加入している団体及び南部箕蚊屋広域連合､西伯町ほか2か町清掃施設組合、
日野病院組合は、新町においても加入する。ただし、土地開発公社は、岸本町が西伯郡
南部土地開発公社から脱退し、溝口町土地開発公社の定款を変更して新町に引き継ぐ。

①共通の目的を持った団体は、できる限り新町発足時に統合できるよう調整に努める。
②独自の目的を持った団体は、原則として現行のとおりとする。

合併時に一元化する。
（8分団各20人、団長1人、副団長2人　団員数計163人）

税率は現行のとおり新町に引き継ぐ。納期については岸本町の例による。ただし、
国民健康保険税は別の協定項目で調整する。

上下水道の使用料・加入金・分担金及びゴミ収集用袋販売は、平成17年度から一元
化する。（上水道使用料は一部地域を除き、下水道分担金は着手中及び地元説明済
の地区は除く。）

①一方の町にのみある制度は、原則として新町に引き継ぐ。
②同様な制度がある場合は、住民に有利な方を引き継ぐ。
③独自の目的をもった団体への補助金は、当面は現行のとおりとし、3年以内に算
定方法の見直しを行う。
④両町にある同様な目的をもった団体への補助金は、団体が統合した場合は新たに
算定し、統合されない場合は合併後1年度に限り現行のとおりとする。
⑤上記①～④のいずれにもより難い場合は、個別に協議する。

『岸本町福岡』と『溝口町福岡』のうち、岸本町の『福岡』を変更する。その他の
字名については、現行のとおりとする。

協定項目11特別職の職員の身分の取扱いの方針に定めるとおりとする。

国民健康保険税の税率は平成17年度に平成16年度決算をもとに新たに定める。納期
は岸本町の例による。

岸本町の例により一元化する。
（南部箕蚊屋広域連合に加入して事業を行う。）

合併時に一元化をする。ただし、地籍管理システムは、合併後に一元化を図る。

岸本町・溝口町合併まちづくり計画に定めるところによる。

内容は省略し、項目のみを記載。
　 1.財政事務　 2.消防防災関係事業　 3.公共交通事業　 4.納税関係業務
　 5.出納業務　 6.地域コミュニティ事業　 7.情報通信事業　 8.地域開発関係事業
　 9.交通安全事業　10.医療費助成　　11.老人保健事業　12.高齢者福祉事業
　13.児童福祉事業　14.障害者福祉事業　15.社会福祉協議会　16.環境対策事業
　17.上水道事業　18.下水道事業　20.土木建設事業　21.農林水産事業
　22.観光事業　23.小中学校の通学区域　24.学校教育事業　25.学校給食事業
　26.社会教育事業　27.社会体育事業　28.文化振興事業　29.その他

協　定　項　目 協　定　の　主　な　内　容

広 域 行 政 の
取 扱 い

公 共 的 団 体 の
取 扱 い

消防団の取扱い

地方税の取扱い

使用料、手数料等
の 取 扱 い

補助金、交付金等
の 取 扱 い

字 名 の 取 扱 い

諮 問 機 関 の
取 扱 い

国 民 健 康 保 険
事 業 の 取 扱 い

介護保険事業の
取 扱 い

電算システムの
取 扱 い

新 町 建 設 計 画

各種事務事業の
取 扱 い

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.



　今年で第10回を迎えたオールジャパンジュニアトラ

イアスロンin岸本が8月21日、22日に大原総合スポー

ツ公園で開かれ選手298名が参加。

　選手はスイム・バイク・ランの3競技に挑み、4クラ

スに分かれて熱戦を繰り広げました。

大会結果は次のとおりです。

大 会 結 果（岸本町関係・完走者）
※順位は総合順位（敬称略）

（Aクラス）　　　　　　（男子）
　１年　③　藤岡　大樹（岸本小）
　 〃　⑥　天島　直斗（岸本小）
　 〃　⑧　岩尾　夏伊（八郷小）
２年　③　本田　　慎（岸本小）
　 〃　⑦　宮本　壮馬（岸本小）
　 〃　⑱　田子　貴之（岸本小）

（Bクラス）
　３年　⑦　八幡　勇亮（岸本小）
　 〃　⑨　梶間　力也（岸本小）
　 〃　⑫　下村　拓実（八郷小）
　 〃　⑰　上田　卓也（八郷小）
　４年　⑫　野口　大樹（八郷小）
　 〃　⑭　岩尾　梨生（八郷小）
　 〃　⑱　加門　佳明（八郷小）

（Cクラス）
　５年　⑭　角田　泰望（岸本小）
　 〃　　　下村　航大（八郷小）
　 〃　　　松田　光弘（岸本小）
　６年　①　齋藤　　凱（岸本小）
　 〃　⑫　森　　信弥（岸本小）
　 〃　⑰　仲田　哲夢（八郷小）

（Dクラス）※リレーの部【町内の小学生を含むチームのみ】 　　
　　⑦でたし、たっすいちょうたんすいぶあー　　　　　バイク：小椋名奈子（岸本４年） 　　
　⑬ミニバスファイターズ７　　スイム：木佐　公彦（岸本６年）／バイク：赤井　　稔（岸本６年）　
　　　　　　　　　　　　　　　ラ　ン：柳　　拓也（岸本６年）
　　　ミニバス裕ちゃん’S　　　スイム：平野　文香（岸本６年）／バイク：石黒温子（岸本３年）
　　　岸本ミニバスファイターズ８ スイム：勝本健太郎（岸本５年）／バイク：西川ひらり（岸本５年）
　レインボーファイターズ　　バイク：森田　真実（八郷４年）

（Aクラス）　　　　　　（女子）
　１年　③　久保田夏生（岸本小）

　２年　⑦　仲田　桃子（八郷小）
　 〃　⑨　柳　みなみ（岸本小）

（Bクラス）
　３年　③　齋藤　　舞（岸本小）
　 〃　⑤　松田光佳子（岸本小）
　 〃　⑧　森　　悠希（岸本小）
　 〃　⑨　三島実可子（岸本小）
　４年　⑩　長尾奈津美（岸本小）

（Cクラス）
　５年　②　神庭　睦実（岸本小）
　 〃　④　久保田和実（岸本小）
　 〃　⑥　本田　知香（岸本小）
　 〃　⑧　岩本　泉美（岸本小）
　 〃　⑩　高塚　希海（岸本小）
　 〃　⑬　三島可南子（岸本小）
　６年　④　長谷川萌子（岸本小）
　 〃　⑦　長武奈緒子（八郷小）
　 〃　⑧　久保田裕美（岸本小）
　 〃　⑨　渡辺　奈月（岸本小）
　 〃　⑩　守屋しおり（岸本小）

21

25

22

23

26

5
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　町内の真野地区にある競走馬のトレーニン
グ施設である「大山ヒルズ」では一般の方の
見学会を開催します。
　見学を希望されます方は、直接電話で、役
場地域振興課までお申込みください。

【開 催 日】

【集合場所】

【時　　間】

【内　　容】

【募集期間】

【問合せ先】

９月２５日（土）

大山ガーデンプレイス

（午前９時５０分集合）

午前１０時から１２時まで

競走馬の調教・施設見学

９月６日（月）午前９時から電話で受

け付けます。（定員２４名、先着順です。

お１人様２名まで申込み可）

なお、団体での申込みはできません。

役場　地域振興課　電話：６８－３１１３

　8月15日、本町では夏の恒例行事の成人式が開催され、

新成人該当者102名のうち、75名が式典に出席しました。

　この成人式は、岸本町としての最後の成人式となり

ました。

　式典で町長は、新成人に対して「教養・英知を備え

人に頼りにされる若人に飛躍してほしい。来年は溝口

町と合併するが、岸本町は歴史・文化に富む自然景観

に恵まれた町であり決して他の町にそん色のない町です。

いずれはこの町に帰り、若いエネルギーで伯耆町のま

ちづくりに力を貸して欲しい。」とメッセージを述べ

ました。

　その後、記念品贈呈、来賓祝辞と続き、成人代表者

謝辞では、代表者の舩橋希望さんが、「今日から成人

の仲間入りができたという喜びと同時に、成人として

新しい時代を担う社会の一員としての責任を深く感じ

ています。いかなる苦難も、自らの力で乗り切ってい

きたいと思います。」と今後の新たなる決意とお礼の

言葉を述べました。

　式典後には、鳥取県西部総合事務所　国際交流員の

沈　載賢氏の講演「韓国と日本の成人式」を聞いた後、

記念撮影を行い、会食・交歓を楽しみました。新成人

の今後の活躍に期待します。

岸本町

　このたび、岸本町名誉町民　故・野坂浩賢氏
のご遺族から、「町のために役立ててほしい」
と３００万円の寄附金をいただきました。
　この寄附金は町づくりのため有効に利用させ
ていただきます。ご寄附いただきありがとうご
ざいました。

写真：左から　野坂正史氏・橋本美知子氏
　　　　　　　野坂和弘氏・河合町長

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
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岸
本
町
で
は
、
住
民
環
境
課
と

地
域
振
興
課
で
、
河
川
の
水
質
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
は
、
昨
年
度
と
比
較
し

た
平
均
値
を
載
せ
て
い
ま
す
。

◆
住
民
環
境
課
は
、
主
要
河
川
が

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
か
各
地
点
で
、

年
二
回
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

◆
地
域
振
興
課
は
、
開
発
に
よ
る

河
川
へ
の
影
響
を
見
る
た
め
年
六
回
、

八
カ
所
で
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
（
図
２
）

　
検
査
項
目
に
関
す
る
説
明
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
検
査
項
目
〉

●
Ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
…

「
ア
ル
カ
リ
性｣

「
中
性
」
「
酸

性
」
を
数
字
で
表
し
た
も
の
で
、

Ｐ
Ｈ
７
が
中
性
、
Ｐ
Ｈ
７
以
下
は

「
酸
性
」
、
Ｐ
Ｈ
７
以
上
は
「
ア

ル
カ
リ
性
」
で
す
。

●
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
…
水
中
の
有
機
物
が
生
物

の
働
き
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
酸

素
の
量
で
、
河
川
の
有
機
物
を
表

す
代
表
的
な
指
標
で
す
。
こ
の
数

値
が
小
さ
い
ほ
ど
き
れ
い
な
水
と

い
え
ま
す
。

　
こ
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
で
河
川
の
生
活
環

境
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
と
し

て
比
較
が
で
き
ま
す
。

　
岸
本
町
の
水
質
は
こ
の
基
準
か

ら
見
た
場
合
、
良
い
水
準
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

●
Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）
…
水
中

に
存
在
し
て
い
る
水
に
溶
け
な
い

物
質
量
の
こ
と
で
、
こ
の
数
値
が

小
さ
い
ほ
ど
透
明
度
の
高
い
水
と

い
え
ま
す
。

●
Ｄ
Ｏ
（
溶
存
酸
素
量
）
…
水
中

に
溶
け
て
い
る
酵
素
の
量
で
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
き
れ
い
な
水
と
い

え
ま
す
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

…
有
機
物
に
よ
る
川
の
汚
れ
を
示

す
指
針
で
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
き

れ
い
な
水
と
い
え
ま
す
。

●
Ｔ
―
Ｎ
（
全
窒
素
）
…
有
機
物

が
大
量
に
川
に
流
れ
込
む
と
、
細

菌
な
ど
の
働
き
に
よ
り
、
窒
素
化

合
物
を
生
成
し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
異
常
増
殖
を
招
き
ま
す
。

◆
Ｔ
―
Ｐ
（
全
リ
ン
）
…
全
窒
素

と
同
様
、
全
リ
ン
の
値
が
大
き
く

な
る
と
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常

増
殖
を
招
き
ま
す
。

　
河
川
の
上
流
で
水
が
汚
れ
る
よ

う
な
も
の
を
流
す
と
す
ぐ
に
検
査

結
果
に
現
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
土
砂
、

工
場
廃
水
だ
け
で
な
く
生
活
排
水

な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
河
川
を
汚
さ
な
い
た
め
に
、
家

庭
で
の
生
活
排
水
を
で
き
る
だ
け

直
接
流
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
平
成
１４
年
度
と
１５
年
度
の
結
果

か
ら
、
現
在
、
岸
本
町
の
河
川
は

良
好
に
保
た
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

水質検査結果比較
PH

－

BOD

mg/ℓ

COD

mg/ℓ

SS

mg/ℓ

DO

mg/ℓ

T－N

mg/ℓ

T－P

mg/ℓ

丸 山

小 林 橋

口別所公民館横

岸 本 原

清 水 池

谷 ノ 川

前 谷 川

大 江 川

水質検査結果比較
河川等名 位置 年度

PH
－

BOD
mg/ℓ

SS
mg/ℓ

DO
mg/ℓ

大腸菌
MPN/100ml

尾 高 井 手

尾 高 井 手

佐 蛇 川

箕蚊屋井手

箕蚊屋井手

野 本 川

別 所 川

三 崎 井 手

三 崎 井 手

五千石井手

五千石井手

大 江 川

清 山 川

日 野 川

佐 野 川

佐 野 川

上細見

岸 本

丸 山

駅 前

遠 藤

押 口

吉 定

久 古

口別所

大 寺

殿河内

上細見

立 岩

駅 前

坂 長

岩屋谷

14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15
14
15

7.75
7.70
8.35
7.95
7.75
7.60
8.30
7.75
8.35
7.90
8.00
7.70
7.85
7.75
7.60
7.55
7.70
7.75
7.85
7.75
7.85
7.90
7.85
7.70
7.60
7.60
7.45
7.55
7.60

7.50
7.70
7.70

1.65
1.35
1.70
0.75
1.15
0.85
1.60
1.05
1.70
1.00
1.50
1.35
1.35
0.55
1.30
0.70
1.35
0.65
1.65
0.60
1.70
0.80
1.50
0.50
1.05
0.55
1.20
0.70
1.30
0.55
1.35
0.60

6.60
11.30

3.45
7.50
3.30

14.05
4.40
4.20
2.60
8.00
7.60

11.50
3.25
4.75
1.85

15.00
2.10

14.85
5.15
2.75
3.05
3.20
2.95
3.90
1.45
3.00
1.40
3.80
1.95
3.95
2.60
4.65

8.55
9.95
9.25

10.00
8.65
9.85
8.90

10.00
8.80

10.00
8.10
9.55
9.10

10.10
9.20

10.75
9.20

10.65
9.30

10.80
9.40

10.90
8.65

10.40
8.30

10.85
8.35

11.60
8.40

10.85
8.45

10.90

39,000
40,600

9,550
20,450

1,925
2,045
2,950
7,450
9,200
8,250
4,600

14,950
19,250

5,050
3,650
5,100

18,300
2,500
2,720
2,800
7,350
4,650
1,080
5,565
4,995
6,585
1,950
5,665
2,945
1,735
3,095
5,745

年度採取地点

H14

H15

H14

H15

H14

H15

H14

H15

H14

H15

H14

H15

H14

H15

H14

H15

7.40

7.30

7.50

7.40

7.60

7.50

7.80

7.70

7.40

7.30

7.60

7.50

7.50

7.50

7.80

7.70

0.70

1.00

0.60

0.80

0.60

0.90

0.90

0.90

2.40

1.70

1.20

3.20

0.60

0.70

0.60

0.80

1.60

2.70

1.30

3.10

2.60

4.50

2.20

3.90

4.60

8.30

1.50

3.30

1.90

5.00

3.00

3.80

2.30

3.00

8.20

4.60

4.80

5.30

5.50

2.90

14.30

16.70

2.50

7.70

3.80

4.20

10.70

10.45

10.60

10.40

10.35

10.33

11.15

10.98

10.47

9.90

10.73

10.10

10.52

10.12

10.60

10.53

0.24

0.35

0.53

0.71

1.22

1.27

0.85

0.78

0.56

0.44

1.33

2.32

0.62

0.82

0.60

0.87

0.03

0.02

図－2

図－1
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思
い
出
ノ
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
大
盛
況

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
八

月
七
日（
土
）、八
日（
日
）の
両
日
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ『
フ
ォ
ト
グ
ラ

ム
を
作
ろ
う
！
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　「
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
」と
は
、印
画

紙
の
上
に
、花
や
葉
っ
ぱ
や
貝
殻

な
ど
を
置
い
て
、上
か
ら
光
を
あ

て
て
写
真
を
作
り
ま
す
。カ
メ
ラ

を
使
わ
な
い
で
簡
単
に
写
真
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
植
田
正
治
氏
の
最
後
の

お
弟
子
さ
ん
で
、現
在
東
京
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
写
真
家
・
瀬
尾
浩

司
氏
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、子
ど
も
た
ち

は
美
術
館
周
辺
で
素
材
を
集
め
ま

し
た
。面
白
い
形
の
葉
っ
ぱ
や
小
枝
、

黄
色
い
花
や
石
こ
ろ
な
ど
素
材
に

な
り
そ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
れ
ら
を
み
ん
な
で
歩
き
な
が
ら

拾
い
ま
し
た
。

　
暗
室
で
は
、引
き
伸
ば
し
機
に

印
画
紙
を
置
き
、そ
の
上
に
好
き

な
も
の
を
並
べ
て
、光
を
あ
て
ま
す
。

な
か
に
は
、集
め
て
き
た
素
材
だ

け
で
は
な
く
、は
さ
み
で
い
ろ
い

ろ
な
形
に
切
っ
た
紙
を
組
み
合
わ

せ
て
面
白
い
写
真
を
作
っ
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
印
画
紙
を
現
像
液
の
中

に
い
れ
て
現
像
し
ま
す
。は
じ
め

は
印
画
紙
に
画
像
が
浮
か
び
上
が

る
光
景
を
子
ど
も
た
ち
は
不
思
議

そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
が
、二
回

目
か
ら
は
、「
で
て
き
た
」と
い
い

な
が
ら
、楽
し
そ
う
に
写
真
作
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、ポ
ス
ト
カ
ー
ド
サ
イ

ズ
用
の
印
画
紙
で
も
写
真
を
作
り
、

一
枚
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
に
、子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

ご
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
美

術
館
の
感
想
や
思
い
出
を
書
き
残

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に『
思
い

出
ノ
ー
ト
』を
二
階
ラ
ウ
ン
ジ
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
か
ら
二
つ
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
七
月
二
十
四
日（
土
）

　
　
　
　
　
大
阪
府
　
藤
田
様

　
念
願
叶
い
こ
こ
に
来
ま
し
た
。

雑
誌
で
は
写
真
を
よ
く
見
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
美
術
館
で
本
物
と

再
会
で
き
た
こ
と
は
、ま
た
新
し

い
感
動
で
す
。写
真
そ
の
も
の
に

は
あ
ま
り
興
味
は
な
い
の
で
す
が
、

植
田
氏
の
構
図
の
素
晴
ら
し
さ
に

は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
人
々
に
美
術
館
と

植
田
氏
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
八
月
七
日（
土
）

　
　
　
　
　
兵
庫
県
　
和
田
様

　
す
ば
ら
し
い
美
術
館
に
訪
れ
る

こ
と
が
出
来
て
シ
ア
ワ
セ
者
で
す
。

雄
大
な
風
景
と
一
体
化
さ
れ
た

建
物
に
感
動
し
ま
し
た
。妻
と
ふ

た
り
、心
豊
か
な
時
間
を
す
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。私
も
植
田
先
生

の
よ
う
に「
妻
シ
リ
ー
ズ
」の
写
真

を
撮
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

皆で記念撮影

材料集めをする子どもたち

�����
�����

：元気アップ教室…岸本温泉ゆうあいパル内プール・同施設内トレーニングルーム
　スイスイ健康教室…岸本温泉ゆうあいパル内プール・岸本町保健福祉センター内検診室
：毎回　午前10時～11時30分
：・岸本町の住民で3ヵ月間参加できる方　
　・高血圧、心疾患のない方　※医師の許可が必要な場合があります
：元気アップ教室…先着10名　スイスイ健康教室…先着15名
：1回　参加費200円＋入浴料300円…計500円
：運動のできる服装(元気アップ教室のみ)、水着、スイミングキャップ、タオル、利用料
　　　　（希望される方は教室終了後、温泉に入浴することができます）
：9月13日（月）までにお申し込みください。
　ただし、定員になり次第締め切りますのでご注意ください。また、広く町民の方に利用していただく
　ため、初参加の方を優先し受け付けますのでご了承ください。
【問合せ先】健康福祉課　電話68－4633

☆場　所

☆時　間
☆対　象

☆定　員
☆利用料
☆持ち物

☆申込み

～元気アップ教室～
　10月～12月の毎週火曜日開催（祝祭日を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計11回
　１時間トレーニング器具を使って運動した後、プー
　ルで使った筋肉をほぐします。自分のペースで筋力
　トレーニングをすることができます。

～スイスイ健康教室～
　10月～12月の毎週金曜日開催（祝祭日を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計13回
　まずは基本的な歩き方を習います。回数を重ねるごと
に　強度をつけ、しっかり体を動かしていきます。(水中
での　基本的な歩き方、水中ジョギング、リラックス等)
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　この夏休み、様々な「夏休み版きしもと子ども塾」が開催されました。「きしもと子ども塾」は、『体験活

動や地域の方々との交流を通して、きらきらと輝く子どもたちを育てる！』ことをねらいとして、町内の小中

学生を対象に様々な活動を行っています。

　7月29日（木）には、「第2回週末学習塾夏休みバージョン1」として、『星空の観察～プラネタリウムの見

学～』を実施しました。町内の小学生17名が、米子市児童文化センターでプラネタリウムを見学した後、週

末学習塾の講師の先生からテーマについて話を聞いたりして、学習を深めました。「星がこんなにあるとは思

わなかった。（岸小4年生）」「プラネタリウムを見て、白鳥座、琴座、さそり座などわかってよかった。（岸

小4年生）」「最後の先生の星や太陽の話がおもしろかった。（岸小4年生）」参加した子どもたちは、この

ような感想を述べていました。

「第2回週末学習塾」のようす 「レクリエーション教室」のようす

「岸本子ども支援協議会」ニュース

「夏休み学習塾」のようす

　8月2日（月）には、「レクリエーション教室」を実施しました。25名の小学生が、レクリエーションコー

ディネーターの先生から指導を受けながら、楽しくレクリエーションを行いました。「きしもと子ども塾」は、

異年齢との交流もねらいとしています。「今日のレクに来て、いろんな人と仲良くできました。1年～6年と、

男子・女子関係なく楽しく活動できました。これからも学年・性別に関係なく、仲良くしていきたいです。（岸

小5年生）」今回参加したことで、子どもたちがまた一歩成長したように思えます。

　その他に「夏休み版きしもと子ども塾」は、小

学校の先生と地域の一般ボランティア・中学生ボ

ランティアによる「夏休み学習塾」など、18にお

よぶ活動を開催しました。

　2学期からの「きしもと子ども塾」への多くの

子どもたちと地域のみなさんの参加をお待ちして

います。

　　　【問合せ先】

　　　　「岸本町子ども支援協議会事務局（岸本町教育委員会事務局内　電話68－3183）」



－おばあちゃんは  もう思い出さない。－�

・波濤の果て　中江兆民の青春（鮎川　俊介）�
・混沌（上・下）（高杉　良）�
・降臨の群れ（船戸　与一）�
・邂逅の森（熊谷達也）�
・アフリカの瞳（帚木　蓬生）�
・ヘーメラーの千里眼（松岡　圭祐）�
・桜花を見た（宇江佐　真理）�
・花籠の櫛（澤田ふじ子）�
・老いること暮らすこと（平岩　弓枝）�
・パンドラ・アイランド（大沢　在昌）�
・私の人生　私の昭和史（上坂　冬子）�
・城山三郎の昭和（佐高　信）�
・攻撃計画　ブッシュのイラク戦争（ボブ・ウッドワード）�
・High and dry（はつ恋）（よしもとばなな）�
・ワイルド・ソウル（垣根　涼介）�
・眠れぬ夜のラジオ深夜便（宇田川　清江）�
・水源（アイン・ランド）�
・思いわずらうことなく　愉しく生きよ（江國　香織）�
・今さら人に聞けない　おとなのマナー430のQ&A�
　　　　　　　　　　　　　　　　（編．竹内　正明）�

・10代のメンタルヘルス④パニック障害�
　　　　　　　　　　　（ナンシー・Ｍ・キャンベル）�
・簡単！びっくり！炊飯器クッキング（編．山岡　朝子）�
・平成16年度　私たちの税金（編．（財）大蔵財務協会）�

ほか�
�
�
・ダレン・シャン　XI．闇の帝王（ダレン・シャン）�
・アネイリンの歌　ケルトの戦の物語�
　　　　　　　　　　　　（ローズマリ・サトクリフ）�
・ダークエルフ物語（ E E ¡）（R. A.サルバト
ーレ）�
・天小森教授　100点満点ひきうけます（野村一秋）�
・新版　ガラスのうさぎ（高木　敏子）�
・くもりときどきミートボール（ジュディ・バレット）�
・ライオンのよいいちにち（あべ　弘二）�
・いつかきっとみつかるさ！（マーク・スペリング）�
・知らざあ言って聞かせやしょう（河竹黙阿弥）�
・それゆけ、フェルディナント号（ヤーノシュ）�
・きらめく船のあるところ（ネレ・モースト）�
・きみはおおきくて　ぼくはちいさい�
　　　　　　　　　　　（グレゴワール・ソロタレフ）�
・イチローへの手紙（ジーン・Ｄ・オキモト）�

1011

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017�
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

8月15日（日）開催�

8月2日開催�

8月4日（水）～8月6日（金）�

第2回成人講座（まなび隊）�

　朝、夕の風に、秋の気配を感じさせられる頃となりました。夏の疲れが出やすい時期です。体
調を整えて元気に過ごしましょう。�

9月の休館日�
　13日（月）、20日（祝）、23日（祝）、�
　27（月）�
公民館の開館時間�
　日曜日は午前9時から午後5時�
　月・金曜日は午前9時から�
　　　　　　　　　　午後6時（夏時間）�
　火・水・木・土曜日は�
　　　　　午前9時から午後10時�

　「トントントン」リズミカルな岸本風神太鼓の演奏を皮切りに、ちびっこ踊り、
八郷小学校5・6年児童による銭太鼓、そして、町民の方々による きしもと音頭
踊り、お楽しみ抽選会と始終大勢の人で賑わいました。�
　また、300発もの打ち上げ花火・仕掛け花火が、つぎつぎと夜空を飾り 
約7000人の観衆を魅了させ、岸本町としての最後の「盆踊り花火大会」にふさ
わしい締めくくりになりました。�
　この祭りを盛り上げるに当たり、ボランティア協会の方々をはじめ、準備やあ
と片付けに関わっていただきました関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。�
�

　平和展を7月12日～16日まで開催しました。
子どもたちに戦争の恐ろしさを知ってもらい、
平和の大切さを考えようということで、戦争
関係の図書展示と、子ども向けにアニメビデ
オの上映をしました。たくさんの子どもたち
が学校帰りに視聴してくれました。�

9月の行事予定�

　今回の成人講座は、「合併後の介護保険」について、健康福祉課長 細
田 栄氏に講演をしていた
だきました。�
　その後、中山町の森安 
小百合氏に「太極拳」を
指導していただきました。
中国の映画などでみられ
るようなしなやかな動作
は、できなかったのです
が、皆さん楽しく体験す
ることができました。�

�

�

　30人の道場生が、大山青年の家で2泊3日のキャンプをしました。�
　第1日目の夜は、あいにくの雨でしたが、テントの中は快適でした。こ
んな体験はめったにできません。�
　第2日目の昼食、仲間と協力して作ったカレー、飯盒で炊いたご飯、よ
い思い出になりました。�
　最終日のカヌー教室はみ
んなが楽しみにしていまし
たが、雷雨のために中止を
余儀なくされました。�
  この3日間で、協力する
ことの大切さ、自然の厳し
さなどを体験を通して学ん
だことでしょう。�
�

鉄の花　町工場短編小説集�
（小関智弘）�

職人のいのちの道具、
「手」をキーワードに
職人の粋と哀歓を描
いた町工場小説6編を
集めた短編集です。�
　長い年月を鉄と向き
合っていると、鉄は生
き物だと思う。�
　鉄が匂う、鉄が泣く、
鉄が歓ぶ…。そして、�
　職人たちはその鉄
の声にうごかされる。
（本文より）�

怒りを発するものは愚か�
（児島　仁）�

元NTT社長の児島氏
の“NTTを育てた男
の一代記”です。�
就職試験に落ちつづけ
た彼が、世界最大の企
業の社長になり、民営
化・国際事業展開・マ
ルチメディア戦略に辣
腕をふるうに至った、
人間ドラマです。�

おばあちゃんの記憶�
（エルヴェ・ジャウエン）�

アルツハイマー病に
かかり、つらかった戦
争もすばらしかった恋
愛も忘れていくおば
あちゃん。おばあちゃ
んの病とともに生き
る家族をフランス・ブ
ルターニュ地方の豊
かな自然がやさしく
つつんだ一冊です。�

　芸術の秋・スポーツの秋・食欲の秋・読書の秋がやってきました。�
『今月のおすすめコーナー』は、上記をテーマにした本を集めてみました。�

　　　　　　・山野草の押花　・音楽家のオフステージ�
　　　　　　・40歳からの運動のすすめ　・くり返し作りたいおかず�
　　　　　　・どんぐりノート　・こおろぎ……など�
“秋”を感じられる本を片手に、すてきな読書の時間をお過ごし下さい。�
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新
町
の
将
来
像
の
一
つ
に
、
た
く
ま
し

く
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
「
豊
か
な
心
が

育
つ
ま
ち
」
と
あ
り
ま
し
た
。
（
岸
本
町
・

溝
口
町
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
ー
岸
本
町
・

溝
口
町
合
併
協
議
会
）

　
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
社
会
的
・
家

庭
的
環
境
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
今
月
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
、
改
正
「
児
童
虐
待
防
止
法
」

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
四
月
十
四
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
を
抜
粋
し
て
み
ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
定
義

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
「
児
童

虐
待
と
は
、
保
護
者
が
、
そ
の

監
護
す
る
児
童
（
十
八
歳
に
満

た
な
い
者
を
い
う
）
に
つ
い
て

行
う
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。

一
　
児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
又
は
生

じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

二
　
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
又
は
児
童
を
し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨
げ

る
よ
う
な
著
し
い
減
食
又
は
長
時
間
の

放
置
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る

前
（
一
・
二
）
又
は
次
の
四
に
掲
げ
る

行
為
と
同
様
の
行
為
の
放
置
そ
の
他
の

保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る

こ
と
。

四
　
児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
又
は
著

し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
児
童
が
同
居
す

る
家
庭
の
家
庭
に
お
け
る
配
偶
者
に
対

す
る
暴
力
（
配
偶
者
と
は
、
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
）

そ
の
他
の
児
童
に
著
し
い
心
理
的
外
傷

を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と
。

　
児
童
に
対
す
る
虐
待
の
禁
止

第
三
条
　
何
人
も
、
児
童
に
対
し
、
虐
待

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
等

第
五
条
　
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
病
院
、

そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
業
務
上

関
係
の
あ
る
団
体
及
び
学
校
の

教
職
員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
、

医
師
、
保
健
師
、
弁
護
士
そ
の

他
児
童
の
福
祉
に
職
務
上
関
係

の
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
児
童

虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

三
　
学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
は
、
児
童

及
び
保
護
者
に
対
し
て
、
児
童
虐
待
の

防
止
の
た
め
の
教
育
又
は
啓
発
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
児
童
虐
待
に
係
る
通
告

第
六
条
　
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速

や
か
に
、
こ
れ
を
市
町
村
、
都

道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務

所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
又
は

児
童
委
員
を
介
し
て
市
町
村
、

都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事

務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
に

通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
こ
ど
も
の
た
め
」
と
か
「
し
つ
け
」

と
言
い
な
が
ら
、
実
は
保
護
者
の
世
間
体

や
自
己
満
足
、
ス
ト
レ
ス
発
散
な
ど
の
た

め
に
行
わ
れ
る
行
為
は
、
「
虐
待
」
な
の

で
す
。

　
虐
待
者
は
母
親
に
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
子
育
て
は
母
親
の
仕
事
」
と
、
固
定

的
な
役
割
分
担
意
識
の
強
い
社
会
で
育
て

ら
れ
、
「
い
い
子
に
育
て
る
」
こ
と
が
母

親
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
現
在

の
社
会
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ

る
と
、
父
親
で
は
な
く
、
母
親
に
批
判
や

避
難
が
向
け
ら
れ
、
家
庭
で
も
地
域
で
も

孤
立
し
た
状
態
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。

　　
虐
待
に
限
ら
ず
、
い
じ
め
や
不
登
校
の

問
題
も
、
子
ど
も
と
親
だ
け
の
問
題
と
し

て
考
え
な
い
で
、
地
域
全
体
、
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
、
心
の
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
つ
け
の
行
き
過
ぎ
が
虐
待
に

　
　
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
人
権
教
育
推
進
員
）
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こ
の
た
び
、
尾
高
井
手
お
よ
び

箕
蚊
屋
用
水
を
利
用
し
て
飼
育
す

る
コ
イ
か
ら
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
を
保
有
す
る
コ
イ
が
広
く
確

認
さ
れ
、
鳥
取
県
内
水
面
漁
場
管

理
委
員
会
か
ら
コ
イ
の
持
ち
出
し

等
を
制
限
す
る
指
示
が
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
承
知
下
さ
い
。

【
適
用
範
囲
】

　
尾
高
井
手
及
び
そ
れ
に
連
接
す

る
す
べ
て
の
用
水
路
。
箕
蚊
屋
用

水
及
び
そ
れ
に
連
接
す
る
す
べ
て

の
用
水
路
。

野
本
川
本
流

【
指
示
内
容
】
　
　
　
　
　
　
　

①
　
コ
イ
を
持
ち
だ
し
他
の
水
域

　
に
放
流
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま

　
た
、
い
か
な
る
コ
イ
も
放
流
し

　
て
は
な
ら
な
い
。

②
　
適
用
範
囲
以
外
の
水
域
で
、

　
コ
イ
を
放
流
す
る
場
合
に
は
コ

　
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
陰
性
で

　
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

　
（
県
内
で
飼
育
さ
れ
た
放
流
用

　
の
コ
イ
…
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
・

　
県
外
で
飼
育
さ
れ
た
放
流
用
の

　
コ
イ
…
公
的
機
関
の
証
明
書
）

③
　
県
内
全
域
で
生
死
を
問
わ
ず
、

　
コ
イ
を
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
指
示
違
反
の
罰
則
】

　
指
示
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
知

事
か
ら
の
遵
守
命
令
が
出
さ
れ
、

そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
は

罰
則
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

（
一
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
留
も

し
く
は
科
料
。
）

【
指
示
期
間
】

　
平
成
16
年
８
月
３
日
か
ら
　
　

平
成
17
年
３
月
31
日

【
問
合
せ
先
】

　
役
場
　
産
業
観
光
課
　

　
電
話
　
６
８
―
４
２
１
３

　
米
子
地
区
調
停
協
会
で
は
、
左

記
の
日
程
で
、
民
事
・
家
事
調
停

委
員
に
よ
る
無
料
調
停
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

　
お
金
や
土
地
・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、

あ
る
い
は
、夫
婦
間
の
問
題
や
遺
産

相
続
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と

に
つ
い
て
、調
停
委
員
が
調
停
手
続

の
利
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

　
10

月
13

日
（
水
）
午
前
10

時

　
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
　
所
】
米
子
市
公
会
堂
２
階

　
米
子
市
角
盤
町
２
―
６
１

【
問
合
せ
先
】

　
鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶

　
務
課

　
電
話
０
８
５
９
―
２
２
―
２
２
０
５

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に
つ
い

て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
、
検

察
審
査
会
の
役
割
を
紹
介
し
た
ビ

デ
オ
映
画
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
鳥
取
地
方
裁
判
所

　
米
子
支
部
内
　
米
子
検
察
審
査
会

　
電
話
０
８
５
９
―
２
２
―
２
２
０
５

　
鳥
取
県
で
は
県
内
に
交
通
事
故

相
談
所
を
設
置
し
、
交
通
事
故
で

お
困
り
の
方
に
専
任
の
相
談
員
が

損
害
賠
償
問
題
、
示
談
方
法
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

【
相
談
時
間
】
月
・
火
・
木
・
金

　
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

　
分（
水
・
土
・
日
曜
日
と
年
末
年
始

　
及
び
祝
祭
日
は
お
休
み
で
す
。）

【
相
談
所
の
所
在
地
】

　
米
子
交
通
事
故
相
談
所

　
〒
６
８
９
―
０
８
０
２

　
米
子
市
東
福
原
一
丁
目
１
―
４
５

　
鳥
取
県
西
部
福
祉
保
健
局
　
新
館

　
電
話
０
８
５
９
―
３
３
―
０
０
９
１

　
「
裁
判
傍
聴
・
裁
判
所
見
学
会
」

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

中
学
生
か
ら
一
般
（
団
体
も
可
）

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
米
子
地
区
】
　
　

　
場
　
所
　
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁

　
判
所
米
子
支
部

【
日
　
時
】
10
月
１
日
（
金
）

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

【
定
　
員
】
30
人
（
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
込
方
法
】
９
月
30
日
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
み

申
込
先

　
鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶

　
務
課

　
電
話
０
８
５
９
―
２
２
―
２
２
０
５

　　
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

裁
判
所
、
法
務
省
及
び
弁
護
士
会

で
は
、
10
月
１
日
か
ら
の
一
週
間

を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
、
左
記

の
と
お
り
様
々
な
行
事
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
西
部
地
区
】

　
日
時
　
10
月
５
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
場
所
　
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

　
所
米
子
支
部

　
定
員
　
25
人
程
度
（
当
日
受
　

付
順
）

　
米
子
支
部
に
つ
い
て
は
、
駐
車

場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
等
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
鳥
取
県
弁
護
士
会

　
電
話
０
８
５
７
―
２
２
―
３
９
１
２

　
岸
本
町
で
は
ご
み
減
量
化
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
電
気
式
一
般

家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
に

対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

・
補
助
率
は
購
入
経
費
の
４
分
の

　
１
以
内
で
、
２
万
円
が
上
限
で
す
。

・
補
助
決
定
後
購
入
し
て
い
た
だ
き
、

　
領
収
書
・
カ
タ
ロ
グ
を
添
付
し

　
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
　
住
民
環
境
課

　
電
話
　
６
８
―
３
１
１
５

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

に
係
る
コ
イ
の
持
ち
出
し
等

の
制
限

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
検
察
審
査
会
制
度

交
通
事
故
相
談
所

（
無
料
）
の
お
知
ら
せ

鳥
取
県
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
無
料
法
律
相
談

電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
の

購
入
に
補
助
を
し
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

裁
判
傍
聴
・
裁
判
所
見
学
会
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70 再生紙を使用

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

男

男

女

男

伯耆ニュータウン

小 野

こしきが丘

こしきが丘

岩 屋 谷

池本　紗樹

森安　洸太

河上　遥斗

渡部　　温

奥田　峻也

保護者

貴樹・奈緒

克彦・佐徳子

顕久・宏美

　豪・圭子

勝俊・智子

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

いけもと さ　き

もりやす こうた

かわかみ はると

わたなべ はる

おくだ しゅんや

78歳
88歳
81歳
71歳
87歳
69歳
78歳
75歳
60歳

真 野
須 村
上 細 見
立 岩
吉 定
吉 定
小 野
田 園 町
坂 長

下村　　滋
竹仲　恒義
安岡　アキ
吉田　　昌
砂口　一典
渡邉　怜之
森安美代子
山口　利夫
中曽　幸子

岸本町役場の電話番号

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659岸本温泉ゆうあいパル

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

9 月 3 日

9 月 1 5 日

9 月 1 9 日

岸本町金婚祝賀式

岸本町戦没者追悼式

町内一斉清掃

大山ロイヤルホテル

農村環境改善センター

総合スポーツ公園周辺

金

水

日

１１：０

０～

１０：０

第４７回岸本町部落対抗野球大会結果

【第1部】

【個人賞】

【第2部】
優 勝
準優勝
第 3 位
第 3 位

吉 定
駅 前
口別所
丸 山

最優秀賞
敢 闘 賞
打 撃 賞

小澤　康弘（吉定）
面谷　健太（駅前）
面谷　和仁（駅前）

仲田　瑞貴（番原）
仲田　信紀（須村）
上田　隆史（番原）

優 勝
準優勝
第 3 位
第 3 位

番 原
須 村
こしき
岸 本

開催日　平成16年8月14日～15日
会　場　総合スポーツ公園野球場ほか

1部　優勝　吉定チーム


